
第三類［ ］応用化学･生物工学･化学工学系

教育プログラムの特色

　有機化学，無機化学などの基礎科目から高分子化
学，触媒化学などの応用科目まで幅広い知識を学びま
す。4年次には，機能性材料やバイオメディカル材料，
次世代デバイスなど最先端の研究に携わることで実践
的な能力と技術を養います。これらを通して化学が関わ
る広い分野で活躍できる人材の育成を目指しています。

応用化学プログラム

主な専門科目

第三類 ［応用化学・生物工学・化学工学系］において養成する人物像

　バイオテクノロジーの基礎理論，技術を確実に学んだ
後，4年次より希望する研究室に所属して，高度な専門
知識を身につけた研究者･技術者を目指します。各研究
室では，生命の仕組みに関する基礎的な研究から，最
先端の遺伝子工学や生物化学工学，環境バイオテクノ
ロジー，免疫にいたるまで，多彩な分野の研究が行われ
ています。

生物工学プログラム

主な専門科目

　化学工学とは化学に関するあらゆることを社会に役立
てる学問です。化学の基礎，流体・熱・物質の移動や変
換を取扱う化学工学基礎，環境化学などを学びます。4
年生では化学プラント設計などの実践的演習，卒業論文
でエネルギーや材料開発に関する先端研究を行うことで，
持続可能な社会の構築を目指して幅広く活躍できる実力
が付きます。

化学工学プログラム

主な専門科目
●化学工学実験●化学装置設計・実習●流動論●
伝熱論●物質移動論●化学工学熱力学●反応工学
●粉体工学●化学工程設計●基礎化学工学●化学
プロセスと工学倫理●再資源工学●物理化学Ⅱ 等

応用化学プログラム 生物工学プログラム 化学工学プログラム
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具 現 化

の 探 求
多面的な

ものづくりを学ぶ Cluster 3 (Applied Chemistry，Biotechnology and Chemical Engineering)

材料･環境･バイオに貢献する先端化学技術を学ぶ Cluster 3 (Applied Chemistry， Biotechnology and Chemical Engineering)

●無機化学●専門有機化学Ⅰ●専門有機化学Ⅱ●
物理化学Ⅱ●量子化学Ⅰ●量子化学Ⅱ●化学実験Ⅰ
●化学実験Ⅱ●有機構造解析●錯体化学●触媒
化学●高分子合成化学●固体化学 等

●生物工学実験Ⅰ●生物工学実験Ⅱ●微生物学Ⅰ
●微生物学Ⅱ●分子生物学Ⅰ●分子生物学Ⅱ●生
物化学Ⅱ●生物化学Ⅲ●発酵工学●培養技術論●
●生物工学討論 等

堤麻結さん 大分県大分上野丘高等学校出身

生物工学プログラム／3年（2021年度）
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梅實聡太さん 鳥取県鳥取西高等学校出身

応用化学プログラム／３年（2021年度）
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ものづくりだけではない!
医療や創薬にもつながる工学の領域。
　幼い頃から化学が大好きで，工学部の中でも
化学系の科を持つ広島大学に進学しました。そ
のなかでも私は「生物工学プログラム」を専攻して
います。現在は遺伝子や免疫，細胞サイズの制
御などについて幅広く学んでいるのですが，おそら
くたいていの人は「工学」というと，機械やものづく
りなどをイメージされることでしょう。しかし，私が専
攻するのはいわゆるバイオテクノロジーと呼ばれる
分野。医療や食品，創薬などにも展開されており，
注目のゲノム編集もこの分野の技術です。身近
な例をあげるなら，コロナウイルスワクチンにもバ
イオテクノロジーの技術が使われています。私たち
は毎日の授業を通して，ワクチンの仕組みや免疫
機構の仕組みなどを詳しく知ることができ，これか
らの工学がカバーする領域の幅広さ，可能性を実
感しています。
　
幅広い未来の選択肢があるから，
自分に合った道が必ずみつかる。
　第三類は広島大学の中で唯一，化学・生物・
工学を同時に学べるのが大きな特徴だと思います。
高校時代，「生物」を選択しなかった人は不安に思
うかもしれませんが，実は私も「生物」を選択してい
なかった一人。それでも大学の授業には十分つい
ていけているのでまったく問題はありません。進学を
検討されている人の中には，好きなこと・得意なこ
とを生かして将来につなげたいと考えている人がた
くさんいると思います。でも，具体的に何ができるか
はなかなか見えてこないものです。その点，第三類
は「生物工学プログラム」ひとつとっても，医薬・食
品・環境関連…etc.と幅広い選択肢があるので安
心です。学びながら進みたい分野，自分に合う分
野を明確にしていけるといった利点があります。

純粋な化学から一歩踏み出して，
産業・生活に寄り添った化学を学ぶ。
　当初は理学部で化学を学ぶことも考えていたの
ですが，第三類は純粋な化学から一歩，産業や生
活に歩み寄っている印象を受けました。その分，成
果も目に見えやすく，「化学の知識を利用して，社
会の役に立ちたい」と考えていた自分には，工学とし
ての化学を学ぶ方が性に合っているように感じ，第
三類への進学を決めました。高校で学んだ無機化
学や有機化学は，自分の中では「暗記ばかりさせら
れる学問」という認識がありました。しかし，大学で学
ぶ化学は暗記した化学反応や事柄一つひとつに理
論的背景があり，納得のいく理屈が伴うものだとい
う認識に変化しました。学ぶほどに自分の中で化学
の知識が体系的に整理されていき，再構築されて
いるようにも感じます。これから工学部に入る後輩た
ちにもこうした学びの面白さを実感してほしいです。
　
プラント建設からナノ材料系まで。
未来をつくる学びがいっぱい!
　私たちが所属する第三類では他大学ではあまり
触れられていないような内容についても学べます。
たとえば化学プラントなど，大規模な製造設備の
設計に携わるプロセスエンジニアにつながるような
知識が身につく分野です。スケールの大きなもの
づくりを目指している人なら，これはとてもやりがい
のある分野ではないでしょうか。僕自身は「応用化
学プログラム」を専攻しているので，将来は何か画
期的な材料を生み出してみたいという希望を抱い
ています。特に，ドラッグデリバリーシステムや分子
センサーなど, 医療分野や環境分野に貢献できる
ような分子システム材料に興味があり，新規材料
の研究開発に携わってみたいと思っています。そ
のためにもまずは大学院に進学して，確かな実力
を身につけたいですね。

　現代社会には，地球的視野にたって人類をより豊かにする，新規な機能性物質や材料を創製する化学，動植物・微生物から有用物質を生み出すバイオテクノロジー，さらには，資源・
エネルギーを創成し，有効利用する化学プロセス技術が求められています。これらは，まさに応用化学・生物工学・化学工学に関わる課題であり，人類の未来を切り拓くために求められ
ている分野です。第三類では，このような要請に応えるため，応用化学・生物工学・化学工学の三つの専門分野を有機的に統合した特色ある教育を行っています。物事を多角的にとら
えることができ，本分野の最先端技術を有する人材や第一線で活躍できる真のプロフェッショナルを育成したいと考えています。
　�年次前期から�年次前期終了までは，第三類共通の基礎教育を受けます。�年次後期開始時に�つのプログラムに分かれ，それぞれの専門教育を受けます。地球主義， 人間主義に基づく

新しい科学技術の発展を

社会的に求められている，より高度な機能を持つ物資，材料の開発を
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□製造業
●食料品･飲料･たばこ･飼料製造業：日本たばこ産業㈱／キユーピー
㈱／黄桜㈱／日本ハム㈱
●鉄鋼業、非鉄金属･金属製品製造業：山陽特殊製鋼㈱／日本製鉄
㈱／㈱熊平製作所／共英製鋼㈱
●化学工業、石油･石炭製品製造業：ナガセケムテックス㈱／㈱ＡＤＥＫ
Ａ／㈱クラレ／㈱トクヤマ／㈱日本触媒／関西ペイント㈱／荒川化学
工業㈱／三洋化成工業㈱／住友化学㈱／大塚製薬㈱／大日本塗料
㈱／中国塗料㈱／日亜化学工業㈱／日油㈱／ＥＮＥＯＳ㈱／宇部興
産㈱／㈱カネカ／㈱資生堂／三井化学㈱／積水化学工業㈱／大日
精化工業㈱／東ソー㈱／日揮グローバル㈱／日鉄ケミカル＆マテリア
ル㈱
●繊維工業：帝人㈱／東洋紡㈱
●はん用･生産用･業務用機械器具製造業：㈱堀場製作所
●電子部品・デバイス・電子回路製造業：キオクシア㈱／イビデン㈱／
京セラ㈱
●輸送用機械器具製造業：マツダ㈱
●その他：ＴＯＴＯ㈱／ニチハ㈱／住友ベークライト㈱／ポリプラスチッ
クス㈱／住友理工㈱／日本製紙㈱／日本電気硝子㈱
□公務員
●地方公務：福岡県／広島市
□建設業
㈱日立プラントサービス／千代田化工建設㈱／東洋エンジニアリング
㈱
□情報通信業
西日本電信電話㈱／エスユーエス㈱／㈱日立ソリューションズ西日本
／パーソルＲ＆Ｄ㈱／岩谷産業㈱／新川電機㈱
□その他
山口県産業技術センター／学校法人大矢学園代々木アニメーション学
院／九州大学大学院／広島大学大学院／大阪大学大学院／東京
大学大学院／東北大学大学院／奈良先端科学技術大学院大学／
北陸先端科学技術大学院大学／名古屋大学大学院

主な就職先（大学院修了者の進路を含む）

（順不同）

将来の進路
就職は，製造業を中心に広い分野の業種へ
企業の未来を担う人材として活躍しています
　応用化学プログラムの卒業生の就職先は，化学，材料，システム製品，医薬，
繊維，自動車，電気･電子など。生物工学プログラムの卒業生は，主に製薬，食
品，化学などの業界へ。化学工学プログラムの卒業生は，化学産業だけではなく，
医薬･食品，電気･電子，機械，金属，情報など，さまざまな領域の企業に就職しています。約8割の学生が，
さらに高度な教育を受けるため大学院に進学し，各専門分野の研究を行っています。

約8割の学生が
大学院へ進学
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材料･環境･バイオに貢献する先端化学技術を学ぶ

研究室紹介

Close-Up! Laboratory

エネルギー，環境に優しく，役に立つ機能性材料の開発 超臨界流体 ～溶媒としての高圧流体の利用～

機能性高分子でエネルギー・環境問題を解決する!

金指　正言都留　稔了 教　授

森山　教洋 助　教

教　授

助　教

水をきれいにする膜，水素を作る膜!

微粒子ハンドリング技術で拓く明日の製造・環境プロセス

高圧流体物性研究室 木原　伸一滝嶌　繁樹
宇敷　育男

准教授教　授

助　教

中井　智司 教　授

助　教

石神　　徹福井　国博

長澤　寛規後藤　健彦

深澤　智典

准教授教　授

助　教

化学工学プログラム

化学工学プログラム化学工学プログラム

化学工学プログラム

製造装置におけるマイクロ・ナノスケールの材料製造と汚染現象

島田　　学
久保　　優

教　授

助　教化学工学プログラム

変化するクルマづくりの最前線で求められる，化学の知識

本延  愛梨さん

OB & OG VOICE !

刻々と変化するものづくり
その最前線で開発に携わっています
　会社では自動車の防錆開発に携わっており，主に
腐食のCAE開発を担当しています。CAEとは従来
試作品によって行われていたテストや実験を，コン
ピュータ上の試作品でシミュレーションを行い，分析
する技術のことで，今後，開発工程において主流と
なる手法です。当社ではすでにCAE開発を導入して
おりますが，これから移行する分野もいくつかあり，私
はその作業に携わっています。最先端といえるものづ
くりの現場で，刻 と々進化する技術を自分自身の目で
確認し，実感しています。

化学の重要性が増す開発現場
汎用性の幅広さは想像以上!
　自動車メーカーの開発部門というと，「えっ，機械
系じゃないの？」と意外に思われるかもしれませんが，
私自身は大学時代からずっと化学を専門としてきま
した。実は自動車がエンジンからバッテリーへと移行
するのに伴い，今後化学の重要性はさらに増すだ
ろうといわれています。しかし，実際の開発現場では
化学を専門とする人材はまだそれほど多くはありませ
ん。夢のある未来のクルマづくりを実現するために
も，化学を専攻する後輩たちがこの分野に参加して

くれたらいいなと期待しています。化学の汎用性は
想像以上に幅広いですよ！

学術的知識だけではない，
実践を意識した学びが魅力
　学生時代は防錆材料の研究をしており，人体の
かさぶたのような自己修復機能を塗装に応用するこ
とを目指していました。研究室で学んだ防錆の理論
や評価方法などが，現在の職場に直結しているの
は，開発者として幸せなことだなと感じています。そ
の他にもこれは広島大学特有のカリキュラムだと思
いますが，プラントなどに応用される「化学工学」の
講義で学んだ実践的なものづくりの進め方は，開
発者としてものづくり全体を俯瞰する視点を養ってく
れました。学術的な知識だけでなく，実践を意識し
た母校の学びにとても感謝しています。

マツダ株式会社
車両開発本部 車両実研部

　応用化学・生物工学・化学工学の3つの分野に関する学問，技術を探求する第三類。日々高まる現代社会の要
請に応えるため，各研究室では，新しい機能性物質や材料の開発，動植物の細胞や菌を利用したバイオテクノロジー，
遺伝子工学，資源･エネルギーの有効利用や地球環境の保全など，幅広い領域で個性的な研究を進めています。

高分子工学研究室 分離工学研究室

微粒子工学研究室 界面系プロセス工学研究室

　SDGs、カーボンニュートラル、Society5.0の実現に向けて、私たちの身の
回りに存在する材料（マテリアル）を高機能化、省資源化していくことは、重要
な研究課題です。当研究室では、あらゆる材料を構成している微粒子に着目し、

その微粒子のかたちや構造
を自由自在に合成、制御し、
機能性材料として評価する
研究に取り組んでいます。具
体的には、CO2吸着材、排
ガス浄化触媒、光触媒、紫
外線・赤外線吸収材、磁気
デバイス、燃料電池電極、
封し材フィラー、たんぱく質
吸着材、診断薬などの機能
性素材への応用を目指して
います。

　液体や気体（流体）の性質は物質ごとに大きく異なり，また，同じ物質でも温
度や圧力によって，まったく違う性質を持ちます。
　私たちは，流体の特性を正確に計測する技術の開発，熱力学法則に基づ
くモデル式の構築，
超臨界流体と呼ば
れる液体と気体両
方の性質を持つ流
体を利用した環境に
優しい新しい化学プ
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　機能性高分子は，それ自体が特異な性質を持つものですが，化学組成あるいは立体
構造を適切に制御すると，他には類を見ない独特の性質を示すようになります。その特徴
の一つに，環境応答性があり，周囲の環境（温度，光，電場，イオン強度，溶媒組成など）
に応答して，その性質を変えるものがあります。このような高分子の性質を利用すると，化
学エネルギーを力学エネルギーとして取り出すケモメカニカルシステムの構築，生体内での
薬物の徐放システムの構築など様々な応用への可能性があります。
　本研究室では，機能性高分子を
金属ナノ粒子などの無機材料，微
生物や酵素などの生体材料と組み
合わせ，その両方の特徴を生かした
新しい吸着剤・触媒の作製や環境
に優しい材料を用いた水環境の修
復・創出，廃棄物の高度利用の実
現など機能性高分子の応用とエネ
ルギー・環境問題の解決を目指した
研究を行っています。
　

　地球レベルでの環境負荷が問題となる現在では，持続可能な社会を構築するためにど
のような貢献ができるかが重要です。膜分離工学は，化学や医薬などすべての工業プロ
セスで重要な役割を果たし，水処理やCO2分離のような環境問題の解決においてもキー
テクノロジーとなるため，国連が定めた，Sustainable Development Goals（SDGs，
持続可能な開発目標）への貢献が大きい技術です。当研究室では，シリカ，チタニアなど
の無機材料，および有機・無機ハイブリッド材料に着目し，製膜・評価技術の確立，透過・
分離特性の検討を通じてあらゆる膜分離プロセスについて基礎から実用レベルの研究を
行っています。これまでにナノ多孔質
材料を分子レベルで構造制御するこ
とで，様々なガス分離膜（水素，二
酸化炭素，炭化水素），有機溶媒
の脱水，脱塩，ナノろ過膜などの開
発に成功しています。また，ナノ～サ
ブナノレベルの微小制限空間を，分
離場としてのみならず反応場として利
用することにも注目しています。

　工業製品の70％は粉体の
状態で存在すると言われてお
り，医薬・食品・電気電子材
料など様々な分野で微粒子ハ
ンドリング技術は益々重要に
なっています。サイクロン分級
機やバグフィルターなどPM2.5
やPM0.1を選択的に捕集する
装置の開発･改良，これらを応
用した高効率な粒子製造法の

開発や環境調和型化学プロセスの開発を目指した研究を行っています。
　具体的には，CFD-DEMによるプロセス中の微粒子ダイナミクスの評価，
微粒子プロセスとマイクロ波加熱を利用したナノ粒子製造プロセスの開発，湿
式ナノ粒子分離・分級装置の開発，微粒子プロセスを応用した廃棄物の再
資源化・循環利用プロセスに関する研究を行っています。

超臨界二酸化炭素によって
微細発泡させたポリスチレン
の電子顕微鏡写真

均一な薄膜でコーティングしたカーボンナノチューブ

　物理的過程や化学反応で合成され
る材料の機能を最大限発揮させ活用
するためには，材料の構成物質の組
成だけでなく，大きさ，形，構造などを
マイクロメートル～ナノメートルスケー
ルで精密に制御する必要があります。
私たちはこの観点にもとづいた製造装
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置や製造・使用過程の材料に生じる
微小・微量汚染現象の解明と防止策
の開発にも取り組んでいます。

化学工学プログラム

熱流体材料工学研究室

Cluster 3 (Applied Chemistry， Biotechnology and Chemical Engineering)

磁石に引き寄せられる
磁性ナノ粒子

複合多孔質材料

均一な薄膜でコーティングした
カーボンナノチューブ
（直径100~200nm）

金属酸化物層

結晶性多孔質材料

1.1nmの細孔

カーボンナノチューブ

大学院工学研究科　化学工学専攻　2016年3月修了
広島市立舟入高等学校出身

マイクロ波加熱によるナノ粒子合成 分散系の数値シミュレーション

粉体状廃棄物の再資源化 コロイド粒子の界面動電現象

シリカ膜における水素（白）と窒素（緑）の透過の様子

矢吹　彰広荻　　　崇
平野　知之

教　授教　授

助　教

業種別就職状況
サービス業：0.8%

専修学校・外国の
学校等入学：1.7%

公務員：1.7%

卸売・小売業：1.7%

情報通信業：1.7%

製造業：4.2%

進学：84.2%

その他：3.3%

学術研究・専門・
技術サービス業：0.8%

※2022年3月学部卒業生
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㈱／㈱熊平製作所／共英製鋼㈱
●化学工業、石油･石炭製品製造業：ナガセケムテックス㈱／㈱ＡＤＥＫ
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繊維，自動車，電気･電子など。生物工学プログラムの卒業生は，主に製薬，食
品，化学などの業界へ。化学工学プログラムの卒業生は，化学産業だけではなく，
医薬･食品，電気･電子，機械，金属，情報など，さまざまな領域の企業に就職しています。約8割の学生が，
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くりの現場で，刻 と々進化する技術を自分自身の目で
確認し，実感しています。
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汎用性の幅広さは想像以上!
　自動車メーカーの開発部門というと，「えっ，機械
系じゃないの？」と意外に思われるかもしれませんが，
私自身は大学時代からずっと化学を専門としてきま
した。実は自動車がエンジンからバッテリーへと移行
するのに伴い，今後化学の重要性はさらに増すだ
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ん。夢のある未来のクルマづくりを実現するために
も，化学を専攻する後輩たちがこの分野に参加して

くれたらいいなと期待しています。化学の汎用性は
想像以上に幅広いですよ！

学術的知識だけではない，
実践を意識した学びが魅力
　学生時代は防錆材料の研究をしており，人体の
かさぶたのような自己修復機能を塗装に応用するこ
とを目指していました。研究室で学んだ防錆の理論
や評価方法などが，現在の職場に直結しているの
は，開発者として幸せなことだなと感じています。そ
の他にもこれは広島大学特有のカリキュラムだと思
いますが，プラントなどに応用される「化学工学」の
講義で学んだ実践的なものづくりの進め方は，開
発者としてものづくり全体を俯瞰する視点を養ってく
れました。学術的な知識だけでなく，実践を意識し
た母校の学びにとても感謝しています。

マツダ株式会社
車両開発本部 車両実研部

　応用化学・生物工学・化学工学の3つの分野に関する学問，技術を探求する第三類。日々高まる現代社会の要
請に応えるため，各研究室では，新しい機能性物質や材料の開発，動植物の細胞や菌を利用したバイオテクノロジー，
遺伝子工学，資源･エネルギーの有効利用や地球環境の保全など，幅広い領域で個性的な研究を進めています。

高分子工学研究室 分離工学研究室

微粒子工学研究室 界面系プロセス工学研究室

　SDGs、カーボンニュートラル、Society5.0の実現に向けて、私たちの身の
回りに存在する材料（マテリアル）を高機能化、省資源化していくことは、重要
な研究課題です。当研究室では、あらゆる材料を構成している微粒子に着目し、

その微粒子のかたちや構造
を自由自在に合成、制御し、
機能性材料として評価する
研究に取り組んでいます。具
体的には、CO2吸着材、排
ガス浄化触媒、光触媒、紫
外線・赤外線吸収材、磁気
デバイス、燃料電池電極、
封し材フィラー、たんぱく質
吸着材、診断薬などの機能
性素材への応用を目指して
います。

　液体や気体（流体）の性質は物質ごとに大きく異なり，また，同じ物質でも温
度や圧力によって，まったく違う性質を持ちます。
　私たちは，流体の特性を正確に計測する技術の開発，熱力学法則に基づ
くモデル式の構築，
超臨界流体と呼ば
れる液体と気体両
方の性質を持つ流
体を利用した環境に
優しい新しい化学プ
ロセスの開発を目指
しています。

　機能性高分子は，それ自体が特異な性質を持つものですが，化学組成あるいは立体
構造を適切に制御すると，他には類を見ない独特の性質を示すようになります。その特徴
の一つに，環境応答性があり，周囲の環境（温度，光，電場，イオン強度，溶媒組成など）
に応答して，その性質を変えるものがあります。このような高分子の性質を利用すると，化
学エネルギーを力学エネルギーとして取り出すケモメカニカルシステムの構築，生体内での
薬物の徐放システムの構築など様々な応用への可能性があります。
　本研究室では，機能性高分子を
金属ナノ粒子などの無機材料，微
生物や酵素などの生体材料と組み
合わせ，その両方の特徴を生かした
新しい吸着剤・触媒の作製や環境
に優しい材料を用いた水環境の修
復・創出，廃棄物の高度利用の実
現など機能性高分子の応用とエネ
ルギー・環境問題の解決を目指した
研究を行っています。
　

　地球レベルでの環境負荷が問題となる現在では，持続可能な社会を構築するためにど
のような貢献ができるかが重要です。膜分離工学は，化学や医薬などすべての工業プロ
セスで重要な役割を果たし，水処理やCO2分離のような環境問題の解決においてもキー
テクノロジーとなるため，国連が定めた，Sustainable Development Goals（SDGs，
持続可能な開発目標）への貢献が大きい技術です。当研究室では，シリカ，チタニアなど
の無機材料，および有機・無機ハイブリッド材料に着目し，製膜・評価技術の確立，透過・
分離特性の検討を通じてあらゆる膜分離プロセスについて基礎から実用レベルの研究を
行っています。これまでにナノ多孔質
材料を分子レベルで構造制御するこ
とで，様々なガス分離膜（水素，二
酸化炭素，炭化水素），有機溶媒
の脱水，脱塩，ナノろ過膜などの開
発に成功しています。また，ナノ～サ
ブナノレベルの微小制限空間を，分
離場としてのみならず反応場として利
用することにも注目しています。

　工業製品の70％は粉体の
状態で存在すると言われてお
り，医薬・食品・電気電子材
料など様々な分野で微粒子ハ
ンドリング技術は益々重要に
なっています。サイクロン分級
機やバグフィルターなどPM2.5
やPM0.1を選択的に捕集する
装置の開発･改良，これらを応
用した高効率な粒子製造法の

開発や環境調和型化学プロセスの開発を目指した研究を行っています。
　具体的には，CFD-DEMによるプロセス中の微粒子ダイナミクスの評価，
微粒子プロセスとマイクロ波加熱を利用したナノ粒子製造プロセスの開発，湿
式ナノ粒子分離・分級装置の開発，微粒子プロセスを応用した廃棄物の再
資源化・循環利用プロセスに関する研究を行っています。

超臨界二酸化炭素によって
微細発泡させたポリスチレン
の電子顕微鏡写真

均一な薄膜でコーティングしたカーボンナノチューブ

　物理的過程や化学反応で合成され
る材料の機能を最大限発揮させ活用
するためには，材料の構成物質の組
成だけでなく，大きさ，形，構造などを
マイクロメートル～ナノメートルスケー
ルで精密に制御する必要があります。
私たちはこの観点にもとづいた製造装
置と製造プロセスの高度化を行いな
がら，光触媒粒子・薄膜，電池電極
の材料，複合ないし多孔質材料といっ
たさまざまなマイクロ・ナノ構造材料の
創製を行っています。さらに，製造装
置や製造・使用過程の材料に生じる
微小・微量汚染現象の解明と防止策
の開発にも取り組んでいます。

化学工学プログラム

熱流体材料工学研究室

Cluster 3 (Applied Chemistry， Biotechnology and Chemical Engineering)

磁石に引き寄せられる
磁性ナノ粒子

複合多孔質材料

均一な薄膜でコーティングした
カーボンナノチューブ
（直径100~200nm）

金属酸化物層

結晶性多孔質材料

1.1nmの細孔

カーボンナノチューブ

大学院工学研究科　化学工学専攻　2016年3月修了
広島市立舟入高等学校出身

マイクロ波加熱によるナノ粒子合成 分散系の数値シミュレーション

粉体状廃棄物の再資源化 コロイド粒子の界面動電現象

シリカ膜における水素（白）と窒素（緑）の透過の様子

矢吹　彰広荻　　　崇
平野　知之

教　授教　授

助　教

業種別就職状況
サービス業：0.8%

専修学校・外国の
学校等入学：1.7%

公務員：1.7%

卸売・小売業：1.7%

情報通信業：1.7%

製造業：4.2%

進学：84.2%

その他：3.3%

学術研究・専門・
技術サービス業：0.8%

※2022年3月学部卒業生



持続可能な（サステイナブル）社会のための
自然環境に配慮した材料プロセス

サステイナブル材料プロセス
工学研究室
化学工学プログラム

　サステイナブル，すなわち「持続可能な」社会を維持するためには，自然環境
や資源に配慮した材料
やそれを作るプロセスが
重要です。
　本研究室では，社会，
自然環境，資源，エネル
ギーに配慮した機能的
な材料の合成とプロセス
開発を行なっています。
自己修復コーティング，
薬剤放出が制御できる
ゲル，再利用できる高強
度ゲル材料の合成を
行っています。

　健康食品、化成品やバイオ燃料として
利用可能な脂質を生産する微生物オーラ
ンチオキトリウム属に着目しています。ゲノ
ム編集による脂質生産能力の強化や未
利用バイオマスの脂質生産への利用技
術（バイオリファイナリー）の開発を通じて、
資源循環型社会の構築への貢献を目指
しています。

　放線菌はカビに似た形態をした土壌細菌であり、
多くの有用な抗生物質（二次代謝産物）を生産しま
す（微生物由来の約７割が放線菌由来）。生化学・
有機化学・分子生物学を駆使して放線菌の生命
現象を理解するとともに、抗生物質の生合成遺伝
子（設計図）を解析・操作して、新規抗生物質の創
製や生産制御機構の解明などを目指しています。
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生物から学び，生物を超える機能を目指す! 新規な機能性有機材料を創製する

環境問題の解決に挑む!

物質と反応をテーラーメイドする

新しいデバイス，医療，センサー用色素の開発に挑戦する! 新しい無機材料のナノテクが，未来を切り開く

無機多孔体でグリーンケミストリーを実現しよう！

微生物が作り出す化合物で人類の豊かで健やかな生活を目指す!

片桐　清文犬丸　　啓 教　授

樽谷　直紀 助　教

教　授

助　教福岡　　宏応用化学プログラム

秋　　庸裕 准教授教　授

特　任
助　教渡邉　研志生物工学プログラム

細胞機能化学研究室 荒川　賢治

津野地　直 助　教定金　正洋 教　授

助　教湊　　拓生応用化学プログラム

環境触媒化学研究室 有機元素材料化学研究室 大下　浄治 教　授

安達　洋平 助　教

中井　智司 教　授

末永　俊和 助　教化学工学プログラム

応用化学プログラム

極微量成分を調べて，物質の機能を探る

シンプルなモノマーから高性能，高機能高分子材料を！

中山　祐正塩野　　毅
田中　　亮

准教授教　授

准教授応用化学プログラム

有機超分子化学研究室

グリーンプロセス工学研究室

池田　篤志
河﨑　　陸

教　授

助　教応用化学プログラム

大山　陽介 教　授 今榮　一郎 准教授

今任　景一 准教授応用化学プログラム

材料･環境･バイオに貢献する先端化学技術を学ぶ

電池の充放電を行いながらの状態分析

　人間活動が環境に与える影響の評価と低減、汚染された環境の修復・改善
を図る研究を展開しています。本研究室では化学工業プロセスを高度化・グリー
ン化する方法論、微
生物による排水や
廃棄物の処理と再
資源化、温室効果
ガスの発生抑制やブ
ルーカーボンストック
の増強、汚染土壌
処理、沿岸生態系
の修復・改善といっ
た持続可能な社会
の実現に求められる
研究・技術開発に
挑戦しています。

　様々な元素の電子的あるいは構造的な特徴を活かして全く新しい骨格の有機
材料を構築することができれば，新たな機能性や優れた性能を示す革新的な材
料を創出できる可能
性があります。このよ
うな有機元素化学を
ベースとした考えか
ら，フレキシブルデバ
イスなどの基盤材料
である有機半導体
や，海水淡水化や二
酸化炭素の分離に
利用できる膜材料，
断熱・遮熱材料など
を新規に創成するこ
とを目指しています。

　我々の生活を豊かにするす
べての物質は「化学」が作り上
げたと言っても過言ではありま
せん。欲しい機能を持つ物質を
設計し，最適な合成反応を設
計することで創り出す。これこそ
「化学」，そして「有機化学」の
最大の魅力です。
　当研究室では，未来を拓く
次世代デバイスの高機能化を
目指し，誰も考えたことのない
有機物質の開発とそれを実現
する斬新かつ効率的な有機合
成反応の開拓に取り組んでい
ます。

　高分子は，モノマーと呼ばれる低分子化合物を共有結合によって多数つな
げることで合成されます。高分子の物性は，モノマーの種類，分子量･分子量
分布や立体規則性に，また，複数のモノマーを用いた場合には，その割合や
配列に依存します。
　当研究室で
は，これらの
構造を精密に
制御すること
でシンプルな
モノマーから
高性能･高機
能な環境調和
型高分子の
創製を目指し
ています。

　極微量な元素や化学物質が，体内でも最先端の材料でも重要な役割を果た
していることが分かってきました。分析化学は，物質の成り立ちを調べ，化学情
報とする学問です。
　当研究室では，
化学的な相互作
用や物理法則を
駆使して，新しい
分析手法や装置
を開発しています。
極微量成分を調
べ，これまで誰も
見ることのできな
かった化学状態や
機能を明らかにし
ています。

　生体内では水素結合や疎水性相互作用など弱い相互作用で分子が集ま
り，細胞や組織を作り出して様々な機能を発現しています。私たちも，このよう
な弱い相互作用を利用すれば，生体内の機能を手に入れることができるはず
です。
　本研究室では，
様々な機能性分子
を弱い相互作用に
よって水中や基板
上で集合させ，分
子個々では発現で
きない光特性や電
気特性を利用して，
光デバイス分野や
医薬分野への応用
を目指します。

活性酸素溶存酸素
死滅がん細胞

　化学は人類の生活を豊かにする
様々な材料を生み出してきた一方
で，地球温暖化など，多くの環境問
題の要因にもなってきました。持続
可能な社会を実現するために，これ
までとは違った視点で，新しい材料を
創り出すことが化学者に求められて
います。
  当研究室では，ナノレベルでの構
造制御技術などを活用した新規無
機・ハイブリッド材料の開発として，
人工光合成を実現する光触媒材料，
二酸化炭素を捕集するナノ材料，自
然や生物に着想を得た構造色材料
などの研究に取り組んでいます。

Y型ゼイライトの構造 ベンゼン分子

水分子　グリーンケミストリー（環境に
優しい化学）プロセス実現のた
めのキーマテリアルとして注目さ
れている触媒材料に関する研
究を行っています。
　特に，ゼオライトやメソポーラ
ス物質といった構造中に分子レ
ベルの規則的な微少空間を有
する無機多孔体，および分子
性の遷移金属酸化物クラス
ターの合成からその応用につい
て研究し，グリーンプロセスの基
礎となる無機材料の幅広い知
識を有する人材の育成を目指し
ています。

　機能性色素は，日本から発生した学術用語であり，光・熱・電場・磁場など
の操作（外部刺激）によっ
て，色や発光性が変化す
る・情報を記録する・エネ
ルギー変換を引き起こすな
どの新しい機能を発現す
る分子です。私たちは，新
規な機能性色素や導電
性高分子を創製し，新機
能を発掘することで，オプ
トエレクトロニクスデバイ
ス，センサーおよび医療
分野へと展開するととも
に，新しい応用分野の開
拓に挑戦しています。

白いシリカ粒子と黒いカーボン粒子を用いた電気泳動堆積
法で「構造色」を呈するコーティング膜を作製する技術。粒
子サイズを変えることで多彩な色を実現可能。

矢吹　彰広　
Lee Ji Ha　

Cluster 3 (Applied Chemistry， Biotechnology and Chemical Engineering)

高分子化学研究室

無機・ハイブリッド材料
化学研究室

機能性色素化学
研究室

シミュレーション技術を活用した機構解明・材料設計へ!

応用化学プログラム

計算材料科学研究室

　計算機技術の発展に伴い，計算機上で仮想的な実験を行うシミュレーション
研究が注目を集めています。当研究室では，原子・分子の振る舞いをコンピュー
タ上で計算・解析するための新しい理論を開発しています。また，分子シミュレー
ションによるミクロスケールでの化学・物理現象の解明を通し，触媒化学，材料
科 学，生 体
関連科学など
幅広い領域
に対する応用
研究に取り組
み，高 性 能
材料の開発
や新規機能
材料の創出
を目指してい
ます。

教　授

助　教

斉藤　慎彦尾坂　　格
三木江　翼

助　教教　授

助　教応用化学プログラム

有機π共役材料
化学研究室

石元　孝佳 教　授 兼松　佑典 助　教

特　任
助　教

RIVERA ROCABADO
DAVID SAMUE

材料分析化学研究室 駒口　健治 准教授

応用化学プログラム

②様々な抗生物質や色素を生産する放線
菌のコロニー

Aurantiochytrium sp.

オーランチオキトリウム属を利用したバイオリファイナリー



持続可能な（サステイナブル）社会のための
自然環境に配慮した材料プロセス

サステイナブル材料プロセス
工学研究室
化学工学プログラム

　サステイナブル，すなわち「持続可能な」社会を維持するためには，自然環境
や資源に配慮した材料
やそれを作るプロセスが
重要です。
　本研究室では，社会，
自然環境，資源，エネル
ギーに配慮した機能的
な材料の合成とプロセス
開発を行なっています。
自己修復コーティング，
薬剤放出が制御できる
ゲル，再利用できる高強
度ゲル材料の合成を
行っています。

　健康食品、化成品やバイオ燃料として
利用可能な脂質を生産する微生物オーラ
ンチオキトリウム属に着目しています。ゲノ
ム編集による脂質生産能力の強化や未
利用バイオマスの脂質生産への利用技
術（バイオリファイナリー）の開発を通じて、
資源循環型社会の構築への貢献を目指
しています。

　放線菌はカビに似た形態をした土壌細菌であり、
多くの有用な抗生物質（二次代謝産物）を生産しま
す（微生物由来の約７割が放線菌由来）。生化学・
有機化学・分子生物学を駆使して放線菌の生命
現象を理解するとともに、抗生物質の生合成遺伝
子（設計図）を解析・操作して、新規抗生物質の創
製や生産制御機構の解明などを目指しています。
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生物から学び，生物を超える機能を目指す! 新規な機能性有機材料を創製する

環境問題の解決に挑む!

物質と反応をテーラーメイドする

新しいデバイス，医療，センサー用色素の開発に挑戦する! 新しい無機材料のナノテクが，未来を切り開く

無機多孔体でグリーンケミストリーを実現しよう！

微生物が作り出す化合物で人類の豊かで健やかな生活を目指す!

片桐　清文犬丸　　啓 教　授

樽谷　直紀 助　教

教　授

助　教福岡　　宏応用化学プログラム

秋　　庸裕 准教授教　授

特　任
助　教渡邉　研志生物工学プログラム

細胞機能化学研究室 荒川　賢治

津野地　直 助　教定金　正洋 教　授

助　教湊　　拓生応用化学プログラム

環境触媒化学研究室 有機元素材料化学研究室 大下　浄治 教　授

安達　洋平 助　教

中井　智司 教　授

末永　俊和 助　教化学工学プログラム

応用化学プログラム

極微量成分を調べて，物質の機能を探る

シンプルなモノマーから高性能，高機能高分子材料を！

中山　祐正塩野　　毅
田中　　亮

准教授教　授

准教授応用化学プログラム

有機超分子化学研究室

グリーンプロセス工学研究室

池田　篤志
河﨑　　陸

教　授

助　教応用化学プログラム

大山　陽介 教　授 今榮　一郎 准教授

今任　景一 准教授応用化学プログラム

材料･環境･バイオに貢献する先端化学技術を学ぶ

電池の充放電を行いながらの状態分析

　人間活動が環境に与える影響の評価と低減、汚染された環境の修復・改善
を図る研究を展開しています。本研究室では化学工業プロセスを高度化・グリー
ン化する方法論、微
生物による排水や
廃棄物の処理と再
資源化、温室効果
ガスの発生抑制やブ
ルーカーボンストック
の増強、汚染土壌
処理、沿岸生態系
の修復・改善といっ
た持続可能な社会
の実現に求められる
研究・技術開発に
挑戦しています。

　様々な元素の電子的あるいは構造的な特徴を活かして全く新しい骨格の有機
材料を構築することができれば，新たな機能性や優れた性能を示す革新的な材
料を創出できる可能
性があります。このよ
うな有機元素化学を
ベースとした考えか
ら，フレキシブルデバ
イスなどの基盤材料
である有機半導体
や，海水淡水化や二
酸化炭素の分離に
利用できる膜材料，
断熱・遮熱材料など
を新規に創成するこ
とを目指しています。

　我々の生活を豊かにするす
べての物質は「化学」が作り上
げたと言っても過言ではありま
せん。欲しい機能を持つ物質を
設計し，最適な合成反応を設
計することで創り出す。これこそ
「化学」，そして「有機化学」の
最大の魅力です。
　当研究室では，未来を拓く
次世代デバイスの高機能化を
目指し，誰も考えたことのない
有機物質の開発とそれを実現
する斬新かつ効率的な有機合
成反応の開拓に取り組んでい
ます。

　高分子は，モノマーと呼ばれる低分子化合物を共有結合によって多数つな
げることで合成されます。高分子の物性は，モノマーの種類，分子量･分子量
分布や立体規則性に，また，複数のモノマーを用いた場合には，その割合や
配列に依存します。
　当研究室で
は，これらの
構造を精密に
制御すること
でシンプルな
モノマーから
高性能･高機
能な環境調和
型高分子の
創製を目指し
ています。

　極微量な元素や化学物質が，体内でも最先端の材料でも重要な役割を果た
していることが分かってきました。分析化学は，物質の成り立ちを調べ，化学情
報とする学問です。
　当研究室では，
化学的な相互作
用や物理法則を
駆使して，新しい
分析手法や装置
を開発しています。
極微量成分を調
べ，これまで誰も
見ることのできな
かった化学状態や
機能を明らかにし
ています。

　生体内では水素結合や疎水性相互作用など弱い相互作用で分子が集ま
り，細胞や組織を作り出して様々な機能を発現しています。私たちも，このよう
な弱い相互作用を利用すれば，生体内の機能を手に入れることができるはず
です。
　本研究室では，
様々な機能性分子
を弱い相互作用に
よって水中や基板
上で集合させ，分
子個々では発現で
きない光特性や電
気特性を利用して，
光デバイス分野や
医薬分野への応用
を目指します。

活性酸素溶存酸素
死滅がん細胞

　化学は人類の生活を豊かにする
様々な材料を生み出してきた一方
で，地球温暖化など，多くの環境問
題の要因にもなってきました。持続
可能な社会を実現するために，これ
までとは違った視点で，新しい材料を
創り出すことが化学者に求められて
います。
  当研究室では，ナノレベルでの構
造制御技術などを活用した新規無
機・ハイブリッド材料の開発として，
人工光合成を実現する光触媒材料，
二酸化炭素を捕集するナノ材料，自
然や生物に着想を得た構造色材料
などの研究に取り組んでいます。

Y型ゼイライトの構造 ベンゼン分子

水分子　グリーンケミストリー（環境に
優しい化学）プロセス実現のた
めのキーマテリアルとして注目さ
れている触媒材料に関する研
究を行っています。
　特に，ゼオライトやメソポーラ
ス物質といった構造中に分子レ
ベルの規則的な微少空間を有
する無機多孔体，および分子
性の遷移金属酸化物クラス
ターの合成からその応用につい
て研究し，グリーンプロセスの基
礎となる無機材料の幅広い知
識を有する人材の育成を目指し
ています。

　機能性色素は，日本から発生した学術用語であり，光・熱・電場・磁場など
の操作（外部刺激）によっ
て，色や発光性が変化す
る・情報を記録する・エネ
ルギー変換を引き起こすな
どの新しい機能を発現す
る分子です。私たちは，新
規な機能性色素や導電
性高分子を創製し，新機
能を発掘することで，オプ
トエレクトロニクスデバイ
ス，センサーおよび医療
分野へと展開するととも
に，新しい応用分野の開
拓に挑戦しています。

白いシリカ粒子と黒いカーボン粒子を用いた電気泳動堆積
法で「構造色」を呈するコーティング膜を作製する技術。粒
子サイズを変えることで多彩な色を実現可能。

矢吹　彰広　
Lee Ji Ha　

Cluster 3 (Applied Chemistry， Biotechnology and Chemical Engineering)

高分子化学研究室

無機・ハイブリッド材料
化学研究室

機能性色素化学
研究室

シミュレーション技術を活用した機構解明・材料設計へ!

応用化学プログラム

計算材料科学研究室

　計算機技術の発展に伴い，計算機上で仮想的な実験を行うシミュレーション
研究が注目を集めています。当研究室では，原子・分子の振る舞いをコンピュー
タ上で計算・解析するための新しい理論を開発しています。また，分子シミュレー
ションによるミクロスケールでの化学・物理現象の解明を通し，触媒化学，材料
科 学，生 体
関連科学など
幅広い領域
に対する応用
研究に取り組
み，高 性 能
材料の開発
や新規機能
材料の創出
を目指してい
ます。

教　授

助　教

斉藤　慎彦尾坂　　格
三木江　翼

助　教教　授

助　教応用化学プログラム

有機π共役材料
化学研究室

石元　孝佳 教　授 兼松　佑典 助　教

特　任
助　教

RIVERA ROCABADO
DAVID SAMUE

材料分析化学研究室 駒口　健治 准教授

応用化学プログラム

②様々な抗生物質や色素を生産する放線
菌のコロニー

Aurantiochytrium sp.

オーランチオキトリウム属を利用したバイオリファイナリー



　がんは遺伝子の働きの欠陥によってできることがわかってきました。そこで遺伝
子の維持や制御の仕組みを明らかにすることで，がんの予防や治療法が開発で
きることが期待できます。酵母はヒト細胞と多くの共通点を持つので，酵母の研
究で得られた知見は，ヒト細胞の研究に応用できます。そこで我々は酵母の遺伝
子の維持や構造制御に関わるタンパク質の働きを研究したり，がん細胞の特徴
を持たせたモデル酵母を用いてがん細胞の新しい弱点を見つけたりする研究を
行っています。これらの研
究を通じて，がんを発症し
ないために必要なタンパク
質の制御機構や，がん細
胞を選択的に死滅させる
方法について追求し，得ら
れた知見を抗がん剤などの
開発に役立てていきたいと
考えています。
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優れた生物機能を活用した環境バイオ，もの作りバイオ

高機能な微生物を探し・知り・制御し・利用する

健康と長寿に貢献するモデル生物研究：

生体分子の機能を活用して新分野を切り拓く!

遺伝子組換え生物を使って，遺伝子の役割を解明する

材料･環境･バイオに貢献する先端化学技術を学ぶ Cluster 3 (Applied Chemistry， Biotechnology and Chemical Engineering)

代謝変換制御学
研究室

青井　議輝中島田　豊 准教授教　授

准教授加藤　　節生物工学プログラム

　遺伝子の働きを操作（過剰な発現や不活性化）したり，異種の生物の遺伝子
を導入したりして作り出した生物（遺伝子組換え生物）を使い，細胞や個体の形
や成長あるいは化学物質や環境への応答の変化を調べています。具体的には，
蛋白質分解やアミノ酸による酵母細胞の生理機能の調節、植物や動物の情報
伝達分子による成長制御や環境応答の仕組みなどについて研究しています。

　当研究室では，微生物とその生態系機能を活用した新しいバイオプロセスを
開発しています。このために，（1）未知・有用微生物の探索やそのための手法を
開発し，（2）得られた微生物の能力や，細胞内あるいは微生物間での物質の流
れ（代謝）を理解した上
で，（3）目的に合わせて
微生物を制御する方法
について研究していま
す。そして，その成果に
基づいて，環境浄化や
バイオマスからのエネル
ギー（メタン，水素）への
変換プロセス，あるいは
種々の有用物質生産プ
ロセスを提案，実証して
います。

　異分野との境界領域には未知の新領域が存在し，革新的な技術が生まれる
可能性が高いと言われています。本研究室ではタンパク質の機能を半導体や環
境分野など異分野に応用する先端バイオ研究を行っています。
①酵素工学／タンパク質を使った迅速なアスベスト・有害ナノマテリアル検出。
②生命・環境／微生物のリン代謝機能の解明と環境浄化,バイオプロセス効率
化,バイオセーフティ技術への応用。シリコン蓄積菌の利用。③新分野融合／半
導体とバイ
オの融合研
究（バイオ
センサー開
発），シリコ
ン結合タン
パク 質を
使った新技
術開発。

二つのモデル生物（酵母と線虫）を使って，細胞の癌化や老化・寿命制御の
分子機構を解明し，医薬分野への展開をめざします！

植物の環境適応機構に学んで
資源活用や創薬基盤形成を目指す
トランスレーショナルリサーチ 突然変異のため娘細胞へ遺伝子（核）が正常に

分配できない酵母細胞

　酵母は，醗酵食品分野への利用という点で，古くから人類がその恩恵を受けてきた単
細胞真核生物ですが，1987年，細胞増殖を制御するキー分子が，酵母とヒトで保存され
ていることが証明され，酵母は，いまや，もの作り（アルコールなど）のツールにとどまらず，
ヒトの病気や生命現象を理解するための重要なモデル生物になっています。一方，線虫
は，卵から個体までの発生過程が解明された，最も単純な多細胞生物で，ヒトの病気の
原因となる基本的遺伝子をほぼ保持している，重
要なモデル生物です。
　健康長寿学研究室では，これらの二つのモデ
ル生物を使って，癌化機構の理解につながる細
胞増殖制御機構の解明と，細胞の寿命や個体
の老化・寿命制御の基盤となる分子機構の解明
をめざしています。また，同時に，得られた基礎的
研究成果の，医薬分野への展開（医薬開発や
老化・疾病予防等）もめざしています。

有用物質生産菌 植物病原菌を溶かすウィルス

　自然界には優れた機能を持つ生き物がたくさん埋もれています。本研究室で
は，それらを見つけ出し，優れた生物機能を解明する，得られた情報を基に生物
機能をさらに育て上げる研究を行っています。そして，その生物機能を，環境浄
化や環境適合型農業の構築など環境問題の解決や，環境にやさしいもの作り
に活用する先端バイオ技術研究を展開しています。

北村　憲司 准教授

助　教古水　千尋生物工学プログラム

廣田　隆一黒田　章夫 准教授教　授

講　師石田　丈典准教授池田　　丈生物工学プログラム

細胞工学研究室

染色体機能学研究室

生物機能の無限の可能性を引き出す!

細胞工学研究室 准教授舟橋　久景 
生物工学プログラム

　生命を維持するために進化してきた生物は，様々な機能を持つ生体分子や細
胞で構成されています。そこで当研究室では，生体分子や生細胞を機能性材料
として捉え，それらの
さらなる機能の開発
や新しい活用法を開
拓しています。遺伝
情報を司る物質であ
るDNAを骨格材料と
して利用したバイオセ
ンシング分子や，生
細胞機能を活用する
ための生細胞応答測
定法，生細胞機能制
御法の開発などを
行っています。 DNAを基本骨格に持つバイオセンシング分子を用いた，生細胞内の遺伝子発現

状況の検出

藤江　　誠 准教授教　授

准教授

加藤　純一
田島　誉久 助　教緋田安希子生物工学プログラム

細胞機能工学
研究室

久米　一規 准教授教　授

助　教

水沼　正樹
小川　貴史生物工学プログラム

健康長寿学研究室

酵母を使ってがん抑制とがん治療の新技術を開発する!

細胞物質化学研究室 准教授上野　　勝
助　教湯川　格史生物工学プログラム

先端バイオを診断に応用する!

河本　正次 教　授

https://bunseika.hiroshima‐u.ac.jp

准教授

生物工学プログラム

（1）スギ花粉症やダニアレルギーのワクチンや診断薬の開発を行っています。患者ごとに異な
る原因アレルゲンを精密に診断し，その情報に基づいたテーラーメイド型ワクチンの創製を目
指しています。
（2）細胞表面や血清タンパク質中には，多くの糖鎖が存在します。この糖鎖は疾患によって
変化することがわかってきています。この変化を利用した診断マーカーの開発を行っています。

（1） （2）

分子生命化学研究室 中　三弥子

海の微生物の多様性を利用する!

岡村　好子 教　授

生物工学プログラム

海洋生物工学研究室

　海は広く深く，陸上より多様な環境が存在します。水温，塩濃度，UV強度，
水圧，有毒ガスや重金属濃度など，どんなに苛酷な環境でも，微生物は生息
しています。海で誕生した生命の進化の軌跡は，環境適応への戦略を物語っ
ています。私たちは海の微生物の戦略を学び，遺伝子分離技術の開発や有
用物質探索，有用マテリアルへの応用を研究しています。

①バイオマスをバイオディーゼル燃料に変換する細菌②半導体ナノ粒子を
合成する細菌　③難培養性微生物の遺伝子発現を蛍光標識する技術

ゼニゴケ シロイヌナズナ イヌカタヒバ
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高機能な微生物を探し・知り・制御し・利用する

健康と長寿に貢献するモデル生物研究：

生体分子の機能を活用して新分野を切り拓く!

遺伝子組換え生物を使って，遺伝子の役割を解明する

材料･環境･バイオに貢献する先端化学技術を学ぶ Cluster 3 (Applied Chemistry， Biotechnology and Chemical Engineering)

代謝変換制御学
研究室

青井　議輝中島田　豊 准教授教　授

准教授加藤　　節生物工学プログラム

　遺伝子の働きを操作（過剰な発現や不活性化）したり，異種の生物の遺伝子
を導入したりして作り出した生物（遺伝子組換え生物）を使い，細胞や個体の形
や成長あるいは化学物質や環境への応答の変化を調べています。具体的には，
蛋白質分解やアミノ酸による酵母細胞の生理機能の調節、植物や動物の情報
伝達分子による成長制御や環境応答の仕組みなどについて研究しています。

　当研究室では，微生物とその生態系機能を活用した新しいバイオプロセスを
開発しています。このために，（1）未知・有用微生物の探索やそのための手法を
開発し，（2）得られた微生物の能力や，細胞内あるいは微生物間での物質の流
れ（代謝）を理解した上
で，（3）目的に合わせて
微生物を制御する方法
について研究していま
す。そして，その成果に
基づいて，環境浄化や
バイオマスからのエネル
ギー（メタン，水素）への
変換プロセス，あるいは
種々の有用物質生産プ
ロセスを提案，実証して
います。

　異分野との境界領域には未知の新領域が存在し，革新的な技術が生まれる
可能性が高いと言われています。本研究室ではタンパク質の機能を半導体や環
境分野など異分野に応用する先端バイオ研究を行っています。
①酵素工学／タンパク質を使った迅速なアスベスト・有害ナノマテリアル検出。
②生命・環境／微生物のリン代謝機能の解明と環境浄化,バイオプロセス効率
化,バイオセーフティ技術への応用。シリコン蓄積菌の利用。③新分野融合／半
導体とバイ
オの融合研
究（バイオ
センサー開
発），シリコ
ン結合タン
パク 質を
使った新技
術開発。

二つのモデル生物（酵母と線虫）を使って，細胞の癌化や老化・寿命制御の
分子機構を解明し，医薬分野への展開をめざします！

植物の環境適応機構に学んで
資源活用や創薬基盤形成を目指す
トランスレーショナルリサーチ 突然変異のため娘細胞へ遺伝子（核）が正常に

分配できない酵母細胞

　酵母は，醗酵食品分野への利用という点で，古くから人類がその恩恵を受けてきた単
細胞真核生物ですが，1987年，細胞増殖を制御するキー分子が，酵母とヒトで保存され
ていることが証明され，酵母は，いまや，もの作り（アルコールなど）のツールにとどまらず，
ヒトの病気や生命現象を理解するための重要なモデル生物になっています。一方，線虫
は，卵から個体までの発生過程が解明された，最も単純な多細胞生物で，ヒトの病気の
原因となる基本的遺伝子をほぼ保持している，重
要なモデル生物です。
　健康長寿学研究室では，これらの二つのモデ
ル生物を使って，癌化機構の理解につながる細
胞増殖制御機構の解明と，細胞の寿命や個体
の老化・寿命制御の基盤となる分子機構の解明
をめざしています。また，同時に，得られた基礎的
研究成果の，医薬分野への展開（医薬開発や
老化・疾病予防等）もめざしています。

有用物質生産菌 植物病原菌を溶かすウィルス

　自然界には優れた機能を持つ生き物がたくさん埋もれています。本研究室で
は，それらを見つけ出し，優れた生物機能を解明する，得られた情報を基に生物
機能をさらに育て上げる研究を行っています。そして，その生物機能を，環境浄
化や環境適合型農業の構築など環境問題の解決や，環境にやさしいもの作り
に活用する先端バイオ技術研究を展開しています。

北村　憲司 准教授

助　教古水　千尋生物工学プログラム

廣田　隆一黒田　章夫 准教授教　授

講　師石田　丈典准教授池田　　丈生物工学プログラム

細胞工学研究室

染色体機能学研究室

生物機能の無限の可能性を引き出す!

細胞工学研究室 准教授舟橋　久景 
生物工学プログラム

　生命を維持するために進化してきた生物は，様々な機能を持つ生体分子や細
胞で構成されています。そこで当研究室では，生体分子や生細胞を機能性材料
として捉え，それらの
さらなる機能の開発
や新しい活用法を開
拓しています。遺伝
情報を司る物質であ
るDNAを骨格材料と
して利用したバイオセ
ンシング分子や，生
細胞機能を活用する
ための生細胞応答測
定法，生細胞機能制
御法の開発などを
行っています。 DNAを基本骨格に持つバイオセンシング分子を用いた，生細胞内の遺伝子発現

状況の検出

藤江　　誠 准教授教　授

准教授

加藤　純一
田島　誉久 助　教緋田安希子生物工学プログラム

細胞機能工学
研究室

久米　一規 准教授教　授

助　教

水沼　正樹
小川　貴史生物工学プログラム

健康長寿学研究室

酵母を使ってがん抑制とがん治療の新技術を開発する!

細胞物質化学研究室 准教授上野　　勝
助　教湯川　格史生物工学プログラム

先端バイオを診断に応用する!

河本　正次 教　授

https://bunseika.hiroshima‐u.ac.jp

准教授

生物工学プログラム

（1）スギ花粉症やダニアレルギーのワクチンや診断薬の開発を行っています。患者ごとに異な
る原因アレルゲンを精密に診断し，その情報に基づいたテーラーメイド型ワクチンの創製を目
指しています。
（2）細胞表面や血清タンパク質中には，多くの糖鎖が存在します。この糖鎖は疾患によって
変化することがわかってきています。この変化を利用した診断マーカーの開発を行っています。

（1） （2）

分子生命化学研究室 中　三弥子

海の微生物の多様性を利用する!

岡村　好子 教　授

生物工学プログラム

海洋生物工学研究室

　海は広く深く，陸上より多様な環境が存在します。水温，塩濃度，UV強度，
水圧，有毒ガスや重金属濃度など，どんなに苛酷な環境でも，微生物は生息
しています。海で誕生した生命の進化の軌跡は，環境適応への戦略を物語っ
ています。私たちは海の微生物の戦略を学び，遺伝子分離技術の開発や有
用物質探索，有用マテリアルへの応用を研究しています。

①バイオマスをバイオディーゼル燃料に変換する細菌②半導体ナノ粒子を
合成する細菌　③難培養性微生物の遺伝子発現を蛍光標識する技術

ゼニゴケ シロイヌナズナ イヌカタヒバ




